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　市議会は二元代表制の一翼を担う機関として市政の
チェック、並びに言論の府を目指し活動しています。進展
が期待される観光行政に加えて、空き家の解消・子育
て・生涯スポーツなどの環境整備、産業政策などにぎわ
い創出を目途に俯瞰的かつ丁寧な議論に努めてまい
ります。
　広報・広聴活動には特段の意を用い、皆様の思いを市
政に的確に届け、議論に付してまいります。定例会充実
のため、議会運営全般にわたり慣例に捉われず虚心
坦懐に取り組みます。

下関市議会 議長

▼こちらもご覧ください

QRコードから
各議員の録画
中継を見るこ
とができます。

議会だよりテキスト版 予算の状況



（2）議会だより　　
令和８年　第１回定例会

（会期：３月２日〜３月２６日）　代表質問

※ＤＭＯ：観光地域づくり法人（観光の現状や課題の分析を基に、地域の多様な関係者と協働し、持続可能な観光地域づくりの司令塔となる法人）

▼
決
算
審
査
後
の
対
応
状
況

問　
令
和
６
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た
予

算
編
成
と
今
後
の
方
針
は
。

答　
議
員
か
ら
の
意
見
や
要
望
の
ほ
か
、

各
事
業
の
評
価
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て

も
検
討
し
、
予
算
に
反
映
し
た
。

▼
病
児
保
育
無
償
化

問　
無
償
化
に
伴
う
受
入
体
制
と
課
題

把
握
の
仕
組
み
は
。

答　
病
児
保
育
協
議
会
な
ど
で
、
事
業

者
と
連
携
し
、
効
果
の
検
証
、
受
入
体

制
の
充
実
化
を
図
る
。

▼
多
子
世
帯
子
育
て
応
援
給
付
金

問　
給
付
金
の
目
的
と
効
果
検
証
の
方

法
は
。

答　
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
出
生
率
の

向
上
、
定
住
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
効

果
検
証
は
市
民
実
感
調
査
な
ど
で
行
う
。

▼
農
林
業
施
策

問　
担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
は
。

答　
魅
力
発
信
や
交
流
育
成
、
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
な
ど
生
産
性
向
上
を
図
る
。

▼
市
街
地
に
お
け
る
危
険
野
生
獣
対
策

問　
体
制
整
備
と
事
業
内
容
は
。

答　
猟
友
会
と
連
携
し
、
緊
急
時
に
迅

速
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
出
動

経
費
な
ど
を
新
た
に
予
算
化
す
る
。

▼
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
消
費
拡
大

問　
「
下
関
ふ
く
」ブ
ラ
ン
ド
の
競
争
力

環
境
を
充
実
さ
せ
る
。

▼
環
境
施
策

問　
児
童
が
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る

「
み
ら
い
ま
な
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
事
業
」の

取
り
組
み
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
つ
い
て
継

続
的
に
学
べ
る
機
会
を
確
保
す
る
。

問　
観
光
地
ト
イ
レ
満
足
度
向
上
事
業

の
内
容
は
。

答　
観
光
地
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
改
修

支
援
を
進
め
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、

観
光
地
と
し
て
誇
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
。

▼
安
全
・
安
心
・
共
生

問　
災
害
見
舞
金
の
拡
充
の
目
的
は
。

答　
災
害
見
舞
金
を
拡
充
し
、
避
難
所

等
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
市
民

の
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
。

▼
行
政
経
営

問　
市
長
公
室
の
設
置
の
目
的
は
。

答　
複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
対
応
し
、

全
庁
横
断
で
政
策
を
調
整
す
る
体
制
を

強
化
す
る
。

強
化
の
取
り
組
み
は
。

答　
観
光
と
食
文
化
を
一
体
で
体
験
で

き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
な
ど
、
食
の

み
な
ら
ず
高
付
加
価
値
を
提
供
す
る
取

り
組
み
を
業
界
と
連
携
し
て
進
め
る
。

▼
交
流
・
に
ぎ
わ
い
施
策

問　
関
門
海
峡
に
お
け
る
ジ
ッ
プ
ラ
イ

ン
可
能
性
調
査
業
務
の
背
景
と
事
業
内

容
は
。

答　
実
現
性
を
改
め
て
検
証
し
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、次
の
展
開
を
判
断
す
る
。

問　
下
関
陸
上
競
技
場
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
施
設
整
備
の
具
体
的
内
容

と
、
活
用
方
針
に
つ
い
て
は
。

答　
大
型
映
像
装
置
の
設
置
や
施
設
改

修
を
進
め
、
完
成
後
は
多
目
的
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
。

▼
子
ど
も
・
教
育
施
策

問　
安
岡
小
学
校
の
校
舎
増
築
事
業
の

目
的
は
。

答　
教
室
不
足
解
消
の
た
め
校
舎
を
増

築
し
、
令
和
９
年
４
月
に
供
用
開
始
予

定
で
あ
る
。

問　
玄
洋
中
学
校
区
の
新
し
い
学
校
づ

く
り
と
複
合
施
設
整
備
の
検
討
状
況
は
。

答　
玄
洋
中
学
校
区
で
小
中
一
貫
校
を

令
和
９
年
に
開
校
し
、
西
山
小
学
校
跡

地
に
複
合
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
新
規
学
習
ス
ペ
ー
ス
設
置
検
討
業

務
の
取
り
組
み
は
。

答　
中
・
高
校
生
な
ど
に
対
し
て
快
適

な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
新
下

関
駅
周
辺
で
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
候
補
地

調
査
を
行
う
。

問　
下
関
市
立
大
学
大
学
院
無
償
化
事

問　
市
民
な
ど
か
ら
求
め
ら
れ
る
広
報

を
目
指
す
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　
広
報
機
能
を
市
長
公
室
で
強
化
し
、

戦
略
的
情
報
発
信
体
制
を
整
え
る
。

▼
会
派
要
望
に
関
す
る
質
問

問　
会
派
要
望
は
、
予
算
案
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
市
民
や
団
体
の
声
を
反
映
し
、
議

会
と
連
携
し
て
予
算
を
具
体
化
し
、
反

映
さ
せ
た
。

【
関
連
質
問
】東
城 

し
の
ぶ

・
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※
）設
立
の
必
要
性
と
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
強
化
の
位
置
づ
け

・
新
規
学
習
ス
ペ
ー
ス
設
置
検
討
業
務

・
産
後
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
た
め
の
ケ
ア

事
業

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
地
域
と
の
共

生
事
業

・
機
構
改
革（
市
長
公
室
・
外
部
人
材
）

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
問
と
市
か
ら
の
答
弁
の
主
な
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
執
筆
は
議
員
自
ら
が
行
い
、
議
会
広
報
部
会
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

みらい下関
代表質問者

村中　良多

業
の
目
的
は
。

答　
大
学
の
研
究
力
向
上
と
人
材
・
企

業
集
積
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
。

▼
福
祉
・
医
療
施
策

問　
産
後
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
た
め
の
ケ

ア
事
業
の
取
り
組
み
は
。

答　
利
用
料
の
無
償
化
、
利
用
回
数
の

拡
大
を
図
り
、
母
子
の
心
身
の
ケ
ア
や

育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

▼
都
市
基
盤
整
備

問　
王
司
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　
王
司
パ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
整
備
事
業

（
乃
木
浜
総
合
公
園
）の
事
業
内
容
は
。

答　
川
中
中
央
公
園
に
続
き
、
乃
木
浜

総
合
公
園
で
も
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
遊
べ
る 中・高校生等学習スペース「エキスタ」

王司スマートインターチェンジ設置検討場所

乃木浜総合公園



（3） 議会だより　　
令和８年　第１回定例会

（会期：３月２日〜３月２６日）　代表質問

※在宅レスパイト事業：在宅で医療的ケア児や医療的ケア者を支える家族を支援するため、健康保険法の適用時間を超えて訪問介護を受けた場合の超過費用などを助成する事業

▼
行
財
政
運
営

問　
令
和
８
年
度
予
算
の
規
模
に
つ
い

て
、
前
年
度
と
の
比
較
は
。

答　
令
和
８
年
度
は
、
前
年
度
比
4
・

7
％
増
の
１
４
２
５
億
８
千
万
円
の
過

去
最
大
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。　

▼
交
通
空
白
対
策
実
証
事
業

問　
バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
っ
た
内
日

線
の
代
替
交
通
の
実
証
運
行
の
状
況
は
。

答　
一
日
平
均
3
・
4
人
の
利
用
者
で

あ
る
が
、
朝
の
便
は
、
学
生
な
ど
が
多

い
の
で
、
令
和
８
年
２
月
よ
り
乗
車
定

員
の
多
い
車
種
に
変
更
し
て
い
る
。

▼
下
関
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

問　
事
業
の
概
要
と
取
り
組
み
は
。

答　
下
関
市
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
を

▼
最
重
要
施
策
に
つ
い
て

問　
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
事
業
に
込
め
た
市
長
の
思
い
は
。

答　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減

の
た
め
、
就
学
前
施
設
給
食
費
無
償
化

事
業
、
病
児
保
育
利
用
料
無
償
化
事
業
、

多
子
世
帯
子
育
て
応
援
給
付
金
給
付
事

業
で
約
４
億
５
千
万
円
の
予
算
を
確
保

し
た
。
本
市
が
よ
り
一
層
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
地
域
医
療
構
想
の
進
捗
状
況
と
幡

生
駅
周
辺
整
備
の
将
来
像
は
。

答　
新
病
院
は
地
方
独
立
行
政
法
人
と

し
て
運
営
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
今

後
も
事
業
を
着
実
に
進
め
、
幡
生
駅
と

病
院
の
ア
ク
セ
ス
を
良
く
し
、
駅
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
で
駅
中
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

▼
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

問　
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
対
応
は
。

答　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
な
ど
の
新
技

術
の
活
用
、
さ
ら
に
医
療
や
福
祉
な
ど

多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
交
通
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

▼
農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
10
年
後
の
本
市
の
農
業
を
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
か
。

答　
高
齢
化
が
進
む
農
業
従
事
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
施
策
と
、
体
験
受
入

ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
サ
ポ
ー
ト
事
業

な
ど
若
手
を
育
て
る
た
め
の
施
策
の
二

本
柱
で
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
捕
獲

し
た
個
体
処
理
の
課
題
へ
の
取
組
は
。

答　
ジ
ビ
エ
受
入
支
援
の
拡
充
、
さ
ば

き
場
環
境
の
充
実
と
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
の

利
用
普
及
に
も
努
め
た
い
。

▼
市
内
企
業
に
対
す
る
支
援

問　
物
価
高
対
策
や
人
材
不
足
な
ど
に

直
面
し
て
い
る
市
内
企
業
へ
の
支
援
は
。

答　
中
小
企
業
体
質
強
化
特
別
融
資
を

大
幅
に
増
額
す
る
。
ま
た
地
域
の
人
事

部
を
通
じ
事
業
承
継
の
個
別
相
談
会
を

開
催
し
、
成
約
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

▼
若
者
・
女
性
の
市
内
就
職
・
定
着

問　
他
市
に
負
け
な
い
職
場
環
境
を
整

え
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　
充
実
し
た
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
」や「
み
ら
い
ア
ス

リ
ー
ト
」に
認
定
し
、
支
援
金
の
交
付
、

活
動
報
告
会
の
実
施
な
ど
、
市
民
一
体

と
な
っ
て
活
躍
を
後
押
し
す
る
。

▼
下
関
市
学
校
部
活
動
の
地
域
展

開
・
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
事
業

問　
事
業
の
進
め
方
は
。

答　
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴
い
、

地
域
全
体
で
地
域
ク
ラ
ブ
化
を
推
進
す

る
た
め
、「
し
も
の
せ
き
Ｓ
Ｄ
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
し
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
休
日

の
地
域
展
開
に
向
け
た
準
備
や
制
度
の

周
知
を
図
る
。

問　
「
し
も
の
せ
き
Ｓ
Ｄ
ク
ラ
ブ
」活
動

開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
令
和
８
年
４
月
か
ら
制
度
説
明
を

実
施
し
、
10
月
か
ら
参
加
者
募
集
及
び

会
員
登
録
を
行
い
、
令
和
９
年
４
月
か

ら
活
動
を
開
始
す
る
。

▼
道
の
駅
き
く
が
わ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業

問　

事
業
の
概
要
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
本
市
東
部
地
区
の
玄
関
口
で
あ
る

道
の
駅
き
く
が
わ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
観
光

客
の
滞
在
時
間
の
延
長
を
図
る
。
令
和

８
・
９
年
度
で
工
事
を
実
施
し
、
令
和

10
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

目
指
す
。

▼
日
和
山
公
園
周
辺
地
区
市
街
地

整
備
事
業

問　
事
業
の
概
要
と
令
和
８
年
度
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
中
心
市
街
地
北
側
の
斜
面
地
は
老

朽
建
築
物
が
密
集
し
て
い
る
た
め
、
防

災
環
境
の
改
善
を
含
め
地
元
と
連
携
し

て
市
道
な
ど
の
整
備
を
行
う
。
令
和
８

年
度
は
、（
仮
称
）丸
山
町
改
良
１
号
線

の
用
地
買
収
・
建
物
補
償
に
取
り
組
む
。

▼
内
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

問　
う
つ
い
小
中
学
校
が
開
校
し
、
旧

内
日
中
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

答　
地
元
要
望
が
令
和
６
年
９
月
に
提

出
さ
れ
、
他
の
地
区
と
比
べ
て
実
施
計

画
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。

【
関
連
質
問
】井
川　
典
子

▼
医
療
的
ケ
ア
児（
者
）支
援
の
環

境
整
備

問　
18
歳
以
上
に
も
拡
大
さ
れ
た
在
宅

レ
ス
パ
イ
ト
事
業（
※
）に
つ
い
て
は
評

価
す
る
が
、
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ

る「
預
か
り
型
支
援
」に
つ
い
て
も
検
討

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　
医
療
的
ケ
ア
児
を
24
時
間
介
護
す

る
家
庭
に
と
っ
て
は
夜
間
や
緊
急
時
対

応
は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

医
療
機
関
と
の
連
携
は
検
討
す
る
。

▼
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て
の
包

括
的
支
援
体
制
の
具
体
的
強
化
策
と
は
。

答　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
担
当
だ

が
、
重
層
的
支
援
推
進
室
に
お
い
て
守
秘

義
務
を
課
す
会
議
を
開
催
し
、
支
援
し

や
す
く
調
整
す
る
。
ま
た
福
祉
事
業
者
な

ど
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
疑
い
が
な
い
か

気
に
か
け
る
必
要
性
を
周
知
す
る
。

内日線の代替交通の実証運行バス

創世下関
代表質問者

吉村　武志

公明党
代表質問者

秋月 美佐子
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（会期：３月２日〜３月２６日）　代表質問

の
ほ
か
、
国
が
募
集
し
た「
若
者
・
女

性
に
も
選
ば
れ
る
地
方
に
向
け
取
り
組

む
自
治
体
」に
県
内
自
治
体
で
唯
一
参

加
し
、
女
性
活
躍
な
ど
を
推
進
す
る
企

業
認
定
の
取
得
支
援
と
い
っ
た
市
内
企

業
の
魅
力
向
上
の
取
り
組
み
を
加
速
し

て
い
く
。

▼
旧
豊
浦
郡
４
町
に
つ
い
て

問　
本
気
の
再
生
の
未
来
像
は
。

答　
個
性
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
、

公
民
共
創
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
展
開
を
図
る
。

▼
公
立
学
び
の
多
様
化
学
校
の
開
校

問　
本
校
な
ら
で
は
の
配
慮
や
工
夫
は
。

答　
朝
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ

ム
、
異
学
年
編
成
の
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

や
２
人
担
任
制
な
ど
、
き
め
細
か
い
支

援
で
社
会
性
や
協
調
性
を
育
む
。

▼
産
後
ケ
ア
事
業

問　
本
事
業
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

答　
利
用
料
無
償
化
と
利
用
回
数
を
拡

大
し
た
。
公
明
党
市
議
の
熱
い
要
望
に

心
動
か
さ
れ
カ
タ
チ
に
し
た
も
の
だ
。

▼
幡
生
駅
周
辺
整
備

問　
幡
生
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
周

辺
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

答　
幡
生
駅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
現

在
分
断
さ
れ
て
い
る
武
久
側
と
の
行
き

来
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
新
市
立
総
合
病
院
や
下
関

市
立
大
学
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
や
公

共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
っ
て
駅

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
令
和
８
年
度
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の

費
用
負
担
な
ど
を
定
め
た
基
本
協
定
締

結
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
。

▼
綾
羅
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

問　
綾
羅
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整

備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
川
中
支
所
の
川
中
公
民
館
へ
の
移

転
と
と
も
に
綾
羅
木
地
区
に
整
備
す
る

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
川
中
西
幼
稚
園
跡
地
に
建
設
予
定
で

あ
る
。
令
和
８
年
度
は
実
施
設
計
・
解

体
設
計
、
令
和
９
・
10
年
度
に
解
体
・

建
設
工
事
、
令
和
11
年
度
か
ら
供
用
開

始
の
予
定
で
あ
る
。

▼
内
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備

問　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
旧
内

日
中
学
校
に
内
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

▼
新
し
い
市
立
総
合
病
院
整
備

問　
新
市
立
総
合
病
院
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
民
を
交
え
た
議
論
が
で
き
る
よ

う
情
報
提
供
に
努
め
、
病
床
削
減
を
目

的
に
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答　
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
住

民
説
明
会
の
開
催
や
市
報
に
よ
る
情
報

提
供
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の
意

見
の
聴
取
に
努
め
る
。

　
病
床
数
に
つ
い
て
は
、
下
関
医
療
圏

全
体
で
病
床
規
模
の
適
正
化
を
図
り
、

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
病
床
数
と
し
て
お

り
、
病
床
数
削
減
を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
な
い
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

問　
有
害
鳥
獣
対
策
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
解
体
処
理
施
設
の
拡
大

だ
け
で
な
く
消
費
拡
大
に
も
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
ジ
ビ
エ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
ジ
ビ
エ
の
メ
ニ
ュ
ー

開
発
支
援
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

７
年
度
か
ら
、
ジ
ビ
エ
の
受
入
・
製
造

販
売
を
行
っ
て
い
る
方
に
向
け
て
、
商

品
開
発
・
消
費
宣
伝
活
動
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
も
創
設
し

て
い
る
。

　
今
後
も
、
事
業
者
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
ジ
ビ
エ
の
普
及
・
消
費
拡
大
に

努
め
る
。

▼
中
小
企
業
支
援

問　
地
域
の
中
小
企
業
を
振
興
し
、
労

働
者
の
公
正
な
労
働
基
準
を
実
現
し
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た

め
に「
中
小
企
業
振
興
条
例
」の
制
定
が

不
可
欠
で
は
。

答　
条
例
を
制
定
し
て
い
る
他
の
自
治

体
で
は
、
施
策
の
基
本
方
向
や
自
治
体

の
責
務
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
や
住

民
な
ど
の
役
割
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
市
が
同
様
の
条
例
を
制

定
す
る
際
に
は
、
ま
ず
は
商
工
団
体
な

ど
の
関
係
機
関
の
機
運
の
醸
成
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
現
在
、

中
小
企
業
の
人
材
課
題
の
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る「
地
域
の
人
事
部
」に

よ
り
、
実
効
性
を
伴
っ
た
条
例
制
定
へ
の

機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

産後ママとベビーのためのケア事業

新病院建設予定地（基本計画案より）

タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
は
妥
当
か
。

答　
旧
内
日
中
学
校
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
あ
る
が
、
現
在
の
内
日
公
民
館

は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
た
旧
内
日
中
学
校

に
新
し
い
施
設
を
整
備
し
た
方
が
よ
い

と
判
断
し
た
。
公
民
館
、
支
所
、
老
人

憩
の
家
の
機
能
を
集
約
し
て
い
く
。

▼
窓
口
手
続
き
の
市
民
負
担
軽
減

問　
市
役
所
で
申
請
や
手
続
を
す
る
際

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
設

置
す
る
な
ど
、
市
民
負
担
を
軽
減
す
る

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
４
月
１
日
か
ら
お
く
や
み
窓
口
導

入
支
援
担
当
と
し
て
取
り
ま
と
め
を
行

う
部
門
を
総
務
部
内
に
設
置
す
る
。
今

後
お
く
や
み
窓
口
の
設
置
を
考
え
た
い
。

▼
市
民
の
政
治
参
加

問　
投
票
所
の
混
雑
情
報
の
提
供
は
。

答　
避
難
所
の
情
報
提
供
方
法
を
参
考

に
、
研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市民要求アンケートの結果

市民連合
代表質問者

山下　隆夫

日本共産党
代表質問者

桧垣　徳雄
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個人質問の質問項目

議会からのお知らせ

●
第
１
回
定
例
会
で
は
次
の
議
員
が
個
人
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

※
掲
載
の
順
番
は
質
問
順
で
す
。

▪
桂　
誠（
日
本
共
産
党
）

◦
体
験
受
入
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
サ

ポ
ー
ト
事
業

◦
有
害
鳥
獣
対
策
業
務 

ほ
か

▪
恵
良
健
一
郎（
公
明
党
）

◦
国
際
親
善
交
流
業
務（
多
文
化
共
生

の
取
り
組
み
）

◦
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業 
ほ
か

▪
香
川　
昌
則（
み
ら
い
下
関
）

◦
病
児
保
育
利
用
料
無
償
化
事
業

◦
学
校
体
育
施
設
開
放
業
務 

ほ
か

▪
秋
山　
賢
治（
市
民
連
合
）

◦
有
害
鳥
獣
対
策
業
務

◦
交
通
安
全
対
策

▪
坂
本　
晴
美（
公
明
党
）

◦
産
後
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
た
め
の
ケ
ア

事
業 

ほ
か

▪
本
池　
涼
子（
無
所
属
）

◦
学
校
体
育
施
設
開
放
業
務
と
関
わ
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

▪
林　
昂
史（
み
ら
い
下
関
）

◦
彦
島
地
区
活
性
化
検
討
業
務

◦
西
消
防
署
整
備
事
業 

ほ
か

▪
下
村　
秀
樹（
無
所
属
）

◦
飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野
良
猫
）の
不

妊
去
勢
費
用
の
全
額
補
助

◦
新
下
関
駅
へ
の「
エ
キ
ス
タ
」 

ほ
か

▪
早
川　
幸
汰（
無
所
属
）

◦
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

◦
く
じ
ら
の
街
下
関
推
進
事
業

▪
濵
岡　
歳
生（
市
民
連
合
）

◦
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
推
進

◦
巌
流
島
観
光
拠
点
化
事
業

▪
山
野　
陽
生（
み
ら
い
下
関
）

◦
令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
に
お
け
る

中
小
企
業
支
援

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

ほ
か

▪
宮
野　
直
樹（
無
所
属
）

◦
安
岡
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

◦
吉
見
地
区
地
域
交
流
施
設
検
討
業
務

▪
河
野　
淳
一（
公
明
党
）

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
業
務
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費
補
助

金 

ほ
か

▪
星
出　
恒
夫（
創
世
下
関
）

◦
飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
地
域
と
の
共

生
事
業

◦
新
病
院
整
備
事
業 

ほ
か

▪
片
山　
房
一（
日
本
共
産
党
）

◦
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
と
旧
４
町

圏
域
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
支
援
事

業 

ほ
か

▪
竹
村　
克
司（
無
所
属
）

◦
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
新
規
事
業
、

拡
充
事
業

◦
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
業
務 
ほ
か

　
常
任
委
員
会
で
は
、
年
度
ご
と
に
活
動

方
針（
取
り
組
む
べ
き
課
題
）を
定
め
て
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
の
活
動
方
針
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
総
務
委
員
会
】

①
財
政
健
全
化
・
行
財
政
改
革

②
職
員
の
人
材
確
保
と
業
務
体
制
の
見

直
し

③
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

⑤
防
災
・
減
災
対
策

⑥
公
立
大
学
法
人
管
理
運
営
業
務

⑦
選
挙
啓
発
業
務

⑧
移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
及
び
交
流

人
口
の
拡
大

⑨
過
疎
対
策

【
経
済
委
員
会
】

①
農
林
水
産
業
の
振
興

②
ス
ポ
ー
ツ
振
興

③
観
光
・
産
業
振
興

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

①
妊
娠
・
出
産
・
産
後
に
お
け
る
支
援

②
国
際
教
育
の
充
実

③
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

④
新
病
院
整
備
事
業

【
建
設
消
防
委
員
会
】

①
住
環
境
及
び
市
街
地
の
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）

　
第
１
回
定
例
会
終
了
後
に
記
者
会
見
を
行
い
、

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　
議
会
人
事
に
伴
い
、
議
会
広
報
部
会
の
メ
ン

バ
ー
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
会
議（
一
般
質
問
な
ど
）や
委
員
会
は
公
開

さ
れ
て
お
り
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
事
前
申
込
不
要
）

〔
受
付
〕本
会
議
は
市
役
所
９
階
へ

　
　
　
委
員
会
は
市
役
所
７
階
へ

〔
受
付
開
始
時
刻
〕開
始
時
刻
の
30
分
前

会
見
の
様
子
は

こ
ち
ら
か
ら
▼

66月定例会月定例会
６月８日(月)
 ～６月26日(金)
午前10時開議予定
詳しい会期日程は

こちら

議会カレンダー

第
１
回
定
例
会
に
関
す
る

記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
広
報
部
会

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

委
員
会
の
活
動
方
針
を
決
定

部 会 長　恵良健一郎
副部会長　山野　陽生
委　　員　桧垣　徳雄
　　　　　阪本　祐季
　　　　　秋山　賢治

市議会ホームページ
（ライブ中継・録画中継）

▼

議会中継



（6）議会だより　　
令和８年　第１回定例会

（会期：３月２日〜３月２６日）　委員会報告

＊第１回定例会において常任委員会（総務委員会、経済委員会、文教厚生委員会、建設消防委員会）が審査した議案や
執行部から常任委員会にあった報告について主な内容をお知らせします。

文教
厚生

建設
消防

新病院周辺整備事業　新病院周辺整備事業　【保健部】【保健部】

客船誘致業務（ドローンアートによるクルーズ客船のお見送り）　客船誘致業務（ドローンアートによるクルーズ客船のお見送り）　【港湾局】【港湾局】

ＧＩＧＡスクール構想推進事業ＧＩＧＡスクール構想推進事業
（タブレット更新）　　　　（タブレット更新）　　　　【教育委員会】【教育委員会】

下関駅周辺地区における下関駅周辺地区における
市営住宅などの集約建替事業　市営住宅などの集約建替事業　【建設部】【建設部】

【所属委員】
委員長：林 昂史　副委員長：吉村 武志
関谷 博、林 真一郎、山下 隆夫、田中 義一、
恵良 健一郎、本池 涼子、桂 誠

【所属委員】
委員長：坂本 晴美　副委員長：山野 陽生
林 透、木本 暢一、桧垣 徳雄、江村 卓三、
板谷 正、秋山 賢治

【概要】 令和２年度に小中学校などに導入したタブレットの更新
に関する経費を計上した当初予算議案について審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・タブレットに過度に依存することがないよう、学校現場の意

見を参考に、子どもたちにとって最適な学習環境を確立して
ほしいとの意見がありました。

・タブレット学習を開始して５年が経過しており、学習の定着
度合いについて検証するよう要望がありました。

【概要】 令和８年度に事業者を選定し、今後の集約建替を進める
ための事業費などが計上された当初予算議案を審査しました。
委員会では、令和７年度の入札が不調になったことを踏まえて、
次回の入札条件をどのように変更するのかを確認しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・下関駅前が抱えるさまざまな課題を解決するための大切な一

歩になると考えている。ぜひとも次回の入札で事業者を決定し、
この事業を一歩でも前に進めてほしいとの要望がありました。

【概要】  新病院の整備と建設地周辺の整備を一体的に行うことを
目的とした周辺整備計画の策定に関する経費を計上した当初予
算議案について審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・交通の利便性を高める上でも、幡生駅周辺の整備・検討を行

う都市整備部ともしっかり連携するよう要望がありました。
・住民説明会の開催など、地元の意向の把握に努めながら進め

るよう要望がありました。

【概要】 市内経済の活性化やにぎわい創出のため、下関港へのク
ルーズ客船の寄港数増加を目指す客船誘致業務などの事業費が
計上された港湾特別会計の当初予算議案を審査しました。

【主な質疑】
問：令和７年度にクルーズ客船寄港時のおもてなし強化の取り

組みとして実施したドローンアートの反響はどうだったか。
答：旅行者から大変好評であった。今後のクルーズ客船の誘致

と港のにぎわい創出のための取り組みとして期待している。

タブレットを使った授業

建替対象の竹崎改良住宅（３）・（４）棟

建設地の幡生操車場跡地

ドローンアートによるお見送り



（7） 議会だより　　
令和８年　第１回定例会

（会期：３月２日〜３月２６日）　委員会報告

※リカレント教育：社会変化への対応や自己実現を図るための社会人の学び直し（リスキリングやアップスキリング、職業とは直接的には結びつかない技術・教養など）

ＱＲコードからすべての委員会の録画中継を
ご覧になれます。

総務

経済

下関市立大学大学院無償化事業　下関市立大学大学院無償化事業　【総務部】【総務部】

奨学金返還支援事業　奨学金返還支援事業　【産業振興部】【産業振興部】

避難所環境整備事業　避難所環境整備事業　【総務部】【総務部】

学校体育施設開放業務学校体育施設開放業務
【観光スポーツ文化部】【観光スポーツ文化部】

【所属委員】
委員長：阪本 祐季　副委員長：秋月 美佐子
香川 昌則、安岡 克昌、濵岡 歳生、片山 房一、
星出 恒夫、竹村 克司、早川 幸汰

【所属委員】
委員長：東城 しのぶ　副委員長：宮野 直樹
戸澤 昭夫、井川 典子、河野 淳一、
村中 良多、下村 秀樹

【概要】 災害時に指定避難所で、より快適に過ごしてもらえるよ
うに、簡易ベッド（800台）とテント式のパーティション（400
セット）を整備する補正予算議案を審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・配備を予定している一時避難所（24施設）に対して、一律に配

備するのでなはなく、各避難所のスペースや予想される避難
者数などを十分に考慮し、配備する数を決定するようにして
ほしいとの要望がありました。

【概要】 学校の施設の利用予約をウェブ申請により行う学校体育施設
開放業務について、市民からの反響も大きいことから、当初予算
の中でも特に重視し、集中審議を行いました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・新しい予約システムでは、地域の子どもたちが施設を使用できな

くなる可能性があることや、１か月ごとの予約では長期間の安定
した使用を保証することができなくなることについて質疑が集中
しました。地域の子どもを優先することや３か月、６か月単位で
の予約を可能とすることなど、出された意見を十分に検討し、改
善策について今後委員会へ報告することを求めました。

【概要】 リカレント教育（※）などの推進と優秀な人材の確保を目
的とした下関市立大学大学院の授業料と入学金の無償化に関す
る当初予算議案を審査しました。

【主な質疑】
問：授業料などの無償化が優秀な人材の確保につながるのか。
答：無償化により進学を後押しするとともに、教員の体制や研

究環境を充実させることで大学の魅力そのものを向上させ、
優秀な人材の確保につなげたい。

【概要】 若者の市内就職促進と企業の人材確保のため、登録企業へ就職した方へ
補助金を支給する奨学金返還支援事業について審査しました。

【委員会の中で出た意見・要望等】
・不用額への対応や事業効果の検証、大学や保護者に向けた周知の強化、企業に

よる代理返還支援の検討や市内在住要件の見直し、さらに登録企業に一次産業
を加えることなど、多面的な視点から改善を求める意見や要望がありました。

テント式のパーティション

下関市立大学

▪委員会の審査の概要

新卒者向けリール動画
（Instagram）



（8）議会だより　　
令和８年　第１回定例会

（会期：３月２日〜３月２６日）　議決結果

【
発
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和
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編
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リ
ン
テ
ッ
ク
ス　
〒
750
-0
0
6
7　
下
関
市
大
和
町
2
-10
-7　
☎
083
-266
-4
6
0
1

第１回定例会の議案の議決結果／賛否等の公表
■第１回定例会では、市長提出議案57件、委員会提出議案１件について審議が行われ、そのうち36件につ

いては、全会一致で可決されました。なお、全会一致とならなかった議案は以下のとおりです。

※全会一致とならなかった議案に対する各議員の賛否等については以下のとおりです。

※議長は表決に加わらないため「－」と表示しています。　
※その他の表記は次のとおりです。（「〇」：賛成 「×」：反対 「棄」：棄権 ）

注１）議員と会派名：令和８年第１回定例会時点／
	 会期：３月２日から３月26日まで　
注２）「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

議案番号 結果 件　　名

第10号 可決 令和７年度下関市観光施設事業
特別会計補正予算（第３回）

第16号 可決 令和８年度下関市一般会計予算

第17号 可決 令和８年度下関市港湾特別会計
予算

第18号 可決 令和８年度下関市臨海土地造成
事業特別会計予算

第21号 可決 令和８年度下関市国民健康保険
特別会計予算

第24号 可決 令和８年度下関市介護保険特別
会計予算

第27号 可決 令和８年度下関市後期高齢者
医療特別会計予算

第30号 可決 令和８年度下関市水道事業会計
予算

第33号 可決 令和８年度下関市病院事業会計
予算

第34号 可決 令和８年度下関市ボートレース
事業会計予算

第39号 可決 下関市地方卸売市場唐戸市場業務
条例等の一部を改正する条例

　　　　　会派名
　　　　　議員名

議案番号　　　　

みらい下関 創世下関 公明党
市議団 市民連合 日本共産党

下関市議団 無所属

林　
真
一
郎

木
本　
暢
一

戸
澤　
昭
夫

田
中　
義
一

香
川　
昌
則

安
岡　
克
昌

板
谷　
　
正

東
城
し
の
ぶ

村
中　
良
多

林　
　
昂
史

山
野　
陽
生

関
谷　
　
博

林　
　
　
透

江
村　
卓
三

星
出　
恒
夫

井
川　
典
子

吉
村　
武
志

阪
本　
祐
季

恵
良
健
一
郎

坂
本　
晴
美

河
野　
淳
一

秋
月
美
佐
子

山
下　
隆
夫

濵
岡　
歳
生

秋
山　
賢
治

桧
垣　
徳
雄

片
山　
房
一

桂　
　
　
誠

本
池　
涼
子

下
村　
秀
樹

竹
村　
克
司

宮
野　
直
樹

早
川　
幸
汰

第10号、第34号
第39号、第58号 −○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○

第16号、第51号 −○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○××××××○○

第17号、第18号
第40号、第56号 −○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○○

第21号、第24号
第27号、第43号、第44号 −○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××××○×○○

第30号 −○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○×○○

第33号 −○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○

第57号、第59号
第60号、第61号
諮問第１号

−○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○棄○○○○

全会一致で可決された議案を含む
議案全体の議決結果については
こちらからご確認ください。

議案番号 結果 件　　名

第40号 可決 下関市豊田町道の駅蛍街道西ノ市の設置
等に関する条例の一部を改正する条例

第43号 可決 下関市国民健康保険条例の一部を
改正する条例

第44号 可決 下関市介護保険条例の一部を
改正する条例

第51号 可決 指定管理者の指定について
（角島灯台公園）

第56号 可決 財産の譲与について（公私連携幼保連
携型認定こども園の事業用の建物）

第57号 可決 安岡地区複合施設整備事業に係る
事業契約の一部変更について

第58号 可決 工事請負契約締結について（火の山公
園山頂芝生広場整備工事（その２））

第59号 同意 監査委員選任の同意について

第60号 同意 教育委員会委員任命の同意につ
いて

第61号 同意 固定資産評価審査委員会委員選
任の同意について

諮問
第1号 同意 人権擁護委員候補者の推薦につ

いて


